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Preface
はじめに

ここ一年近く今までにない経済危機の中全国においてホテル旅館業界に厳しい風が吹き

需要低迷による経営状態の悪化に苦戦苦闘しています。

その厳しい中大手外資系ホテルと言われるホテルは厳しいとは言え規模が大きいため、

ある程度の価格競争にもついていき、結果としてその地域の中小規模のホテルが一番

被害を受けているのが実情です。

その大手ホテルの数よりも何倍もの中小規模のホテルがあり、未だ旅館件数がホテル件数に

比べて多いのが現状です。

そのような中小のホテル旅館がバブル期に大きな投資を行った頃はそれなりに需要（売上）が

あったことである程度の利益を確保でき、投資に対する返済も出来ていました。

しかし、今のこの経済状況で現場利益（GOP)でさえ確保できないのが現状です。

どんな状況においても短期的ではなく中長期的な利益、資産価値を維持、確保できる

経営体質にすることが急務です。その体質は成功しているホテルや旅館の経営、運営方法に

学んだからと言って改善するとは限りません。ホテル旅館はその地域、マーケット、ハード、

コンセプト等いろいろな要素から分析した上でその施設に合った手法を見つけなければ

なりません。私どもはそのホテル旅館に合った運営手法（売上確保、原価管理、人事制度等）を

確立し、再生（再盛）の支援させていただいております。



An origin of “Mast International”
「マスト・インターナショナル」の由来

“Ma”はManagement=経営、“st”はStrategy=戦略　“Mast”は「経営戦略」から

取った造語です。

“mast”にはヨットなどの「帆柱」という意味も持ちそのヨットの船体の中心に立ち

すべてのセイルの軸となり大切な役割を果たしています。マネージメント、

オペレーションにとっても「ホテル理念」というマストを軸に「マーケティング」「CS」

「ブランド構築」「利益追求」などのすべての帆を広げ前進していくと言う思いを

込めています。

インターナショナルスタンダードにも通用しつつ、その地域に密着し、愛される経営を

目指します。

それが”Mast International (マストインターナショナル）です。



A company idea
会社理念

消費者（お客様）、運営（スタッフ）、経営（オーナー）三者の関係を円滑な関係を築き

長期的な安定経営、運営を目指します。

消費者

運営 経営

（オーナー）

（お客様）

（スタッフ）

高品質なサービスと
付加価値の提供（ＣＳ）

安定した給与
増益に応じた報酬（ES）

満足⇒繁盛⇒売上増⇒利益増



A company profile

Mast International株式会社
【マスト・インターナショナル株式会社】

社　名

会社概要

〒650-0024　兵庫県神戸市中央区海岸通3丁目1-1　KCCビル4F
TEL 078-392-0202   FAX 078-392-2137

本　社

2009年10月1日設　立

代表取締役 湯浅　　太

資本金 3,000,000　円

URL http://www.mastinternational.jp

E-mail info@mastinternational.co.jp



◇ 運営受託 (Hotel Operation and Management)

◇ 経営改善支援 (Management and Operation Consulting)

◇ 教育、研修 (Management and Hospitality Training)

◇ マーケット調査 (Marketing)

◇ 新規開発、開業サポート (Support Development)

◇ ホテル旅館事業評価 (Due diligence)

◇ フィジビリティスタディ (Feasibility Study)
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A profile

湯浅　太　1968年10月生まれ　（神奈川県横浜市）

アメリカペンシルバニア州立大学でホテル経営学部を学び東京のシティホテルで

現場を経験したのちベトナム、ミャンマーでホテル開発、運営に携わる。

30歳でHMIグループ、ホテルパールシティ神戸（380室）の総支配人に就任。

また北九州、京都の同ホテルの総支配人を兼任。

33歳でホテルチェーン運営会社の取締役に就任。全国規模であらゆるタイプのホテル、

旅館の再生に関わり数多くの実績を残す。

その後ベンチャーホテル運営会社の取締役運営統括本部長（COO)に就任し6施設の

統括を行う。また若い総支配人を育てるべくマネージメントスクールなどを行う。

2009年9月同会社退任後同年10月にMast International株式会社の代表取締役に就任


